社会福祉法人　沖縄県身体障害者協会


各場面での手話通訳〔留意事項〕

　　正確な通訳を行うため、また通訳者の過度の疲労を避けるために、通訳者を複数派遣すること

　があります。講演会等の場合２～３人の通訳者が１５～２０分毎に交代しながら通訳する方法が

　一般的です。しかし通訳内容や時間によって通訳者の人数が変わってきますので、事前にご相談

下さいますようお願いします。
　　通訳者は話の内容を正確に聞き取り、正確に通訳するためには集中力が求められ、内容によっ

てはより専門的な知識が必要にあります。通訳者は身体的・精神的に大きな負担を軽減することは、通訳内容の質を高めることにつながりますので、下記を参考にしていただきまして通訳環境の整
備にご配慮いただきますようご協力宜しくお願いいたします。
会議の場面
　　会議やグループ討議の場面では、聴覚障害者に十分な情報保障ができるよう手話通訳者の配置
をお願いします。

1 司会者は、会議の出席者に手話通訳がつくことを　　　　
予め伝えましょう。
2 複数の人が同時に発言したり、早い話し方は手話
通訳できない場合がありますので、発言をする際
は手をあげて発言することでスムーズに通訳でき
ます。
3 手話通訳者の位置は、聴覚障害者、手話通訳者、
主催者で相談して決めるようにしましょう。
講演会の場面

　　講演会等で十分な情報を保障するために、次の点に留意して下さいますようお願いします。
1 主催者は、講演会の参加者に手話通訳がつくこと

伝えましょう。
2 講演会等の関係資料(ﾚｼﾞｭﾒ、ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄｽﾗｲﾄﾞのﾌﾟﾘﾝﾄ

ｱｳﾄ他）は、事前に手話通訳者に配布ができるように
資料提供をお願いします。
3 講演会などの場合は、事前に講師との打ち合わせ

時間を設定するようご協力お願いします。

例）・講師やパネルディスカッションのパネラーとの打合せ

　 ・講演内容の要旨資料　　・専門用語の解説等

4 手話通訳者は場面に適した服装とその色彩に配慮

する必要があります。事前に確認できれば背景を

お知らせ下さい。

5 体育館等広い会場では、講師の声が聞き取りにく
い場合があります。音声の確保に十分配慮をお願

いします。（手話通訳者用のｽﾋﾟｰｶｰ等が必要になる場合もあります。）
　　　 〈一般的な配置例〉
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　　　　〈一般的な配置例〉
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